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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家庭用製品、繊維、または織物を、光、熱、および酸素による有害作用に対して安定化
するための組成物であって、
　（ｂ）組成物の全質量に対して、５から１００００ｐｐｍの濃度のチオジプロピオン酸
ジラウリル、チオジプロピオン酸ジステアリル、ジチオジプロピオン酸ジラウリル、およ
びジチオジプロピオン酸ジステアリルから成る群から選択される少なくとも１つの化合物
と、
　（ｃ）任意に、式（１）、（２）、（３）および（４）
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【化１】

　から成る群から選択される１つもしくは複数の抗酸化物と、を含み、
　式（１）、（２）、（３）および（４）中、
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ２２アルキル、Ｃ１－Ｃ２２アルキルチオ、Ｃ５－Ｃ７シクロ
アルキル、フェニル、Ｃ７－Ｃ９フェニルアルキル、またはＳＯ３Ｍであり、
　Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ２２アルキル、Ｃ５－Ｃ７シクロアルキル、フェニル、またはＣ７－
Ｃ９フェニルアルキルであり、
　Ｑは、
【化２】

　Ｔは、
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【化３】

　Ｖは、－Ｏ－、または－ＮＨ－であり、
　ａは、０、１、または２であり、
　ｂ、ｃ、およびｄは、それぞれ、互いに独立して０、または１であり、
　ｅは、１から４の整数であり、
　ｆは、１から３の整数であり、
　ｍ、ｎ、およびｐは、それぞれ、互いに独立して、１から３の整数であり、
　ｇは、０、１、２または３であり、
　ｅ＝１の時、
　Ｒ３は、
【化４】

　Ｍは、アルカリ、アンモニウムであり、
　ｅ＝２の時、
　Ｒ３は、
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【化５】

　ｅ＝３の時、
　Ｒ３は、

【化６】

　ｅ＝４の時、
　Ｒ３は、
【化７】

　Ｒ４およびＲ５は、それぞれ、他方から独立して、水素、またはＣ１－Ｃ２２アルキル
であり、
　Ｒ１０１およびＲ１０２は、それぞれ、互いに独立して、水素、またはＣ１－Ｃ２２ア
ルキルであり、
　Ｒ１０３およびＲ１０４は、それぞれ、互いに独立して、Ｃ１－Ｃ１２アルキルであり
、
　Ｒ１０５は、Ｃ１－Ｃ７アルキルであり、
　前記家庭用製品が、洗濯用洗浄剤および織物柔軟剤、液状および固形漂白剤、非洗浄剤
ベースの織物ケア製品、液状クリーニングおよび精練剤、ガラス洗浄剤、中性クリーナ（
汎用クリーナ）、酸性家庭用クリーナ（浴用）、バスルームクリーナ、洗浄、すすぎ、お
よび食器洗浄剤、キッチンおよびオーブンクリーナ、透明すすぎ剤、食器洗浄機用洗浄剤
、靴墨、磨きワックス、床用洗浄剤、金属、ガラスおよびセラミック用クリーナ、繊維ケ
ア製品、絨毯用クリーナおよびカーペットシャンプー、錆除去剤、色およびシミ（シミ抜
き剤用塩）、家具および汎用研磨および革およびビニール粉衣剤（革およびビニールスプ
レー）、ならびに固形および液状空気洗浄剤、ならびに漂白料または漂白剤を含有する家
庭用クリーニング剤であることを特徴とする組成物。
【請求項２】



(6) JP 2011-502107 A5 2014.2.20

　構成要素（ｂ）の化合物が、チオジプロピオン酸ジラウリル、およびチオジプロピオン
酸ジステアリルから成る群から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項３】
　（ｄ）紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤、複合体形成剤、蛍光増白剤、界面活
性剤、およびポリオリガノシロキサンから成る群から選択される１つもしくは複数の化合
物をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記紫外線吸収剤が、２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ｓ－トリアジン、ベンゾフェノン、
α－シアノアクリル酸、オキサニリド、ベンザキサジノン、安息香酸、およびα－アルキ
ル桂皮酸から成る群から選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　（ｅ）染料をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　構成要素（ｂ）の前記化合物が、組成物の全質量に基づき、１０から５０００ｐｐｍの
濃度で存在する、請求項７に記載の組成物。
【請求項７】
　構成要素（ｃ）の前記化合物が、家庭用製品に存在する時、組成物の全質量に基づき、
５から１００００ｐｐｍの濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　構成要素（ｃ）の前記化合物が、存在する時、組成物の全質量に基づき、１０から５０
００ｐｐｍの濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　構成要素（ｄ）の前記化合物が、家庭用製品に存在する時、組成物の全質量に基づき、
５から１００００ｐｐｍの濃度で存在する、請求項４に記載の組成物。
【請求項１０】
　構成要素（ｄ）の前記化合物が、存在する時、組成物の全質量に基づき、１０から５０
００ｐｐｍの濃度で存在する、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１１】
　家庭用製品、繊維または織物を光、熱、および酸素による有害作用に対して安定化させ
る方法であって、請求項１に記載の構成要素（ｂ）の少なくとも１つもしくは複数の化合
物、ならびに構成要素（ｃ）の１つもしくは複数の化合物を家庭用製品、繊維または織物
に組み込む、またはそれらに適用するステップを含む、方法。
【請求項１２】
　家庭用製品、繊維または織物を光、熱、および酸素による有害作用に対して安定化させ
る方法であって、請求項３に従う、構成要素（ｂ）の少なくとも１つもしくは複数の化合
物、ならびに構成要素（ｃ）の１つもしくは複数の化合物、ならびに／または構成要素（
ｄ）の１つもしくは複数の紫外線吸収剤およびヒンダードアミン光安定剤を家庭用製品、
繊維または織物に組み込む、またはそれらに適用するステップを含む、方法。
【請求項１３】
　家庭用製品、繊維または織物を光、熱、および酸素による有害作用に対して安定化させ
る方法であって、それぞれ、染料を含み、請求項１に記載の構成要素（ｂ）の少なくとも
１つもしくは複数の化合物、ならびに構成要素（ｃ）の１つもしくは複数の化合物を家庭
用製品、繊維または織物に組み込む、またはそれらに適用するステップを含む、方法。
【請求項１４】
　家庭用製品、繊維または織物を光、熱、および酸素による有害作用に対して安定化させ
る方法であって、それらのそれぞれが、染料を含み、請求項３に従う、構成要素（ｂ）の
少なくとも１つもしくは複数の化合物、ならびに任意に、構成要素（ｃ）の１つもしくは
複数の化合物、および／もしくは構成要素（ｄ）の１つもしくは複数の紫外線吸収剤およ
びヒンダードアミン光安定剤を家庭用製品、繊維または織物に組み込む、またはそれらに
適用するステップを含む、方法。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】特定の硫黄含有化合物を含む家庭用製品、繊維、または織物を安定化する
ための組成物および方法
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００７年１０月９日に出願された、米国仮出願第６０／９９８，１６２号
の３５ＵＳＣ１１９（ｅ）に基づく利点を主張し、参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本発明は、光、熱、および酸素の有害作用に対するボディケア製品、家庭用製品、繊維
および織物の保護のための特定の硫黄含有化合物の使用に関する。
【０００３】
　安定化された組成物は、例えば、変色に対して安定化される染料を含む。さらに、安定
化された組成物は、例えば、無色または白色であり、該組成物は、望ましくない色形成に
対して安定化される。
【背景技術】
【０００４】
　国際公開第ＷＯ００／２５７３０号および同第ＷＯ００／２５７３１号は、ボディケア
および家庭用製品の安定化を目的としている。
【０００５】
　２００２年５月０２日に出願された米国特許出願第６０／３７７，３８１号は、ボディ
ケア製品、家庭用製品、繊維および織物の組成物での選択されたヒンダードニトロキシル
化合物、ヒンダードヒドロキシルアミン化合物およびヒンダードヒドロキシルアミン塩化
合物の使用を開示しており、参照により本明細書に援用される。
【０００６】
　２００４年８月２３日に出願された米国特許出願第６０／６０３，５９０号は、ボディ
ケア製品、家庭用製品、繊維および織物の組成物での選択されたヒンダードニトロキシル
化合物、ヒンダードヒドロキシルアミン化合物およびヒンダードヒドロキシルアミン塩化
合物の使用を開示しており、参照により本明細書に援用される。
【０００７】
　国際公開第ＷＯ０１／０７５５０号は、ヒンダードアミン安定剤を用いた繊維の処理を
教示している。
【０００８】
　米国特許第６，２５４，７２４号は、ヒンダードアミンベースの化合物を用いたパルプ
および紙の安定化を教示しており、参照により本明細書に援用される。
【０００９】
　国際公開第ＷＯ２００３／１０３６２２号は、安定化されたボディケア組成物を教示し
ている。
【００１０】
　国際公開第ＷＯ２００６／０６６９８７号は、抗ラジカル剤を開示している。
【００１１】
　米国特許第２００７／０１９６２９０号は、粉末形態でのＵＶフィルタを開示しており
、参照により本明細書に援用される。
【００１２】
　米国特許第２００７／０１９６２８９号は、リコカルコンＡまたはリコカルコンＡの抽
出物の使用を開示しており、参照により本明細書に援用される。
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【００１３】
　米国特許第７，２６４，７９５号は、様々な日焼け止め組成物を開示しており、参照に
より本明細書に援用される。
【００１４】
　米国特許第６，９１９，４５４号は、ビフェニル置換トリアジンを開示しており、参照
により本明細書に援用される。
【００１５】
　米国特許第２００７／０２１８０１９号は、化粧品調製物における表面修飾金属酸化物
、およびその使用を開示している。
【００１６】
　米国特許第２００７／２４３１４７号は、皮膚の日焼けを増大させるための化合物を含
有する皮膚および／または髪の組成物を開示しており、参照により本明細書に援用される
。
【００１７】
　米国特許第２００７／２４３１４６号は、化粧品配合物中の促進剤としてビタミンＫ１
を開示しており、参照により本明細書に援用される。
【００１８】
　米国特許第２００７／２４３１４５号は、化粧品調製物における表面修飾金属酸化物、
およびその使用を開示しており、参照により本明細書に援用される。
【００１９】
　現在、特定の硫黄含有化合物は、家庭用個人用ケア製品の光によって誘発された、およ
び酸化による変色に対する顕著な保護を提供することが見出されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、
　（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、繊維、または織物と、
　（ｂ）有効な安定化量の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）
　（Ｉ）Ｒ１１６－Ｓ－Ｒ１１７

　（ＩＩ）Ｒ１１６－Ｓ－Ｓ－Ｒ１１７

　の少なくとも１つの化合物と、
　（ｃ）任意に、式（１）、（２）、（３）および（４）
【００２１】
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【化１】

から成る群から選択される１つもしくは複数の抗酸化物と、を含む、安定化された組成物
に関連し、
　式（Ｉ）および／または（ＩＩ）中、
　Ｒ１１６およびＲ１１７は、独立して、１から２４個の炭素原子の直鎖もしくは分枝鎖
アルキル、２から１８個の炭素原子の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル、５から１２個の炭
素原子のシクロアルキル、７から１５個の炭素原子のフェニルアルキル、フェニル、また
は１から１０個の炭素原子の１から３個のアルキルによりフェニル環上で置換される該フ
ェニルもしくは該フェニルアルキル；または１つもしくは複数の－ＯＨ、－ＯＣ（＝Ｏ）
－Ｒ１１８、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１８、－ＯＲ１１９、もしくは－ＮＨ２基、またはそれ
らの混合物により置換される前記アルキル；または１つもしくは複数の－Ｏ－、－ＮＨ－
、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｃ（＝Ｏ）－もしくは－ＮＲ１１９－基、またはそれらの混合物
により分断され、１つもしくは複数の－ＯＨ、－ＯＲ１１９もしくは－ＮＨ２基、または
それらの混合物により非置換または置換されてもよい前記アルキルまたは該アルケニルで
あり、
　Ｒ１１８は、独立して、水素、直鎖もしくは分枝鎖Ｃ１Ｃ１８アルキル、Ｃ５－Ｃ１２

シクロアルキル、直鎖または分枝鎖Ｃ３－Ｃ８アルケニル、Ｃ６－Ｃ１４アリール、また
はＣ７－Ｃ１５アラルキルであり、
　Ｒ１１９は、１から１８個の炭素原子の直鎖または分枝鎖アルキルであり、
　式（１）、（２）、（３）および（４）中、
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ２２アルキル、Ｃ１－Ｃ２２アルキルチオ、Ｃ５－Ｃ７シクロ
アルキル、フェニル、Ｃ７－Ｃ９フェニルアルキル、またはＳＯ３Ｍであり、
　Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ２２アルキル、Ｃ５－Ｃ７シクロアルキル、フェニル、またはＣ７－
Ｃ９フェニルアルキルであり、
　Ｑは、
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【００２２】
【化２】

　Ｔは、
【００２３】
【化３】

　Ｖは、－Ｏ－、または－ＮＨ－であり、
　ａは、０、１、または２であり、
　ｂ、ｃ、およびｄは、それぞれ、互いに独立して０、または１であり、
　ｅは、１から４の整数であり、
　ｆは、１から３の整数であり、
　ｍ、ｎ、およびｐは、それぞれ、互いに独立して、１から３の整数であり、
　ｇは、０、１、２または３であり、
　ｅ＝１の時、
　Ｒ３は、
【００２４】
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【化４】

　Ｍは、アルカリ、アンモニウムであり、
　ｅ＝２の時、
　Ｒ３は、
【００２５】
【化５】

　ｅ＝３の時
　Ｒ３は、
【００２６】
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【化６】

　ｅ＝４の時、
　Ｒ３は、
【００２７】

【化７】

　Ｒ４およびＲ５は、それぞれ、他方から独立して、水素、またはＣ１－Ｃ２２アルキル
であり、
　Ｒ１０１およびＲ１０２は、それぞれ、互いに独立して、水素、またはＣ１－Ｃ２２ア
ルキルであり、
　Ｒ１０３およびＲ１０４は、それぞれ、互いに独立して、Ｃ１－Ｃ１２アルキルであり
、
　Ｒ１０５は、Ｃ１－Ｃ７アルキルである。
【００２８】
　「有効量」という用語は、例えば、所望する効果を達成するために必要な量を意味する
。
【００２９】
　アリールとして表される任意の基は、主にＣ６－Ｃ１２アリールを意味し、例えば、ア
リールは、フェニルまたはナフチルであり、例えば、アリールは、フェニルである。
【００３０】
　アルキルとして表される基は、所定の定義内で、主に、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、例えば
、メチル、エチル、ｎ－またはイソプロピル等のプロピル、ｎ－、イソ－、ｓｅｃ－およ
びｔｅｒｔ－ブチル等のブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デ
シル、ウンデシル、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル
、ヘプタデシル、またはオクタデシルである。
【００３１】
　アルキレンとして表される基は、所定の定義内で、例えばメチレン、１，２－エチレン
、１，１－エチレン、１，３－プロピレン、１，２－プロピレン、１，１－プロピレン、
２，２－プロピレン、１，４－ブチレン、１，３－ブチレン、１，２－ブチレン、１，１



(13) JP 2011-502107 A5 2014.2.20

－ブチレン、２，２－ブチレン、２，３－ブチレン、もしくは－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ６Ｈ

１２－、Ｃ７Ｈ１４、－Ｃ８Ｈ１６－、－Ｃ９Ｈ１８－、－Ｃ１０Ｈ２Ｏ－、－Ｃ１１Ｈ

２２－、－Ｃ１２Ｈ２４－、－Ｃ１３Ｈ２６－、－Ｃ１４Ｈ２８－、－Ｃ１５Ｈ３０－、
－Ｃ１６Ｈ３２－、－Ｃ１７Ｈ３４－、または-Ｃ１８Ｈ３６－である。
【００３２】
　シクロアルキルまたはシクロアルコキシとして表される基は、主に、Ｃ５－Ｃ１２シク
ロアルキルまたはＣ５－Ｃ１２シクロ－アルコキシであり、シクロアルキル部分は、例え
ば、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロ－オクチル、シクロノニ
ル、シクロデシル、シクロウンデシル、またはシクロドデシルである。シクロアルケニル
は、主に、シクロペンテニル、シクロヘキセニル、シクロヘプテニル、シクロオクテニル
、シクロノネニル、シクロデセニル、シクロウンデセニル、またはシクロドデセニルを含
む、Ｃ５－Ｃ１２シクロアルケニルである。
【００３３】
　アラルキルまたはアラルコキシは、例えば、フェニルにより置換されるアルキルまたは
アルコキシである、フェニルアルキルまたはフェニルアルコキシである。フェニルアルキ
ルまたはフェニルアルコキシの例は、所定の定義内で、ベンジル、ベンジルオキシ、α－
メチルベンジル、α－メチルベンジルオキシ、クミル、またはクミルオキシである。
【００３４】
　アルケニル残基は、主に、例えば、アリル等の２から１８個の炭素原子のアルケニルで
ある。
【００３５】
　アルキニル残基は、主に、例えば、プロパルギル等の２から１２個の炭素原子のアルキ
ニルである。
【００３６】
　アシルとして表される基は、主に、Ｒ（Ｃ＝Ｏ）－であり、式中、Ｒは、脂肪族または
芳香族部分である。
【００３７】
　上述または他の定義等の脂肪族または芳香族部分は、主に、脂肪族または芳香族のＣ１

－Ｃ３０炭化水素であり、例として、アリール、アルキル、シクロアルキル、アルケニル
、シクロアルケニル、ビシクロアルキル、ビシクロアルケニル、およびこれらの基の組み
合わせがある。
【００３８】
　アシル基の例は、２から１２個の炭素原子のアルカノイル、３から１２個の炭素原子の
アルケノイル、またはベンゾイルである。
【００３９】
　アルカノイルは、例えば、ホルミル、アセチル、プロピオニル、ブチリル、ペンタノイ
ル、オロクタノイル（ｏｒｏｃｔａｎｏｙｌ）を包含し、例えば、Ｃ２－Ｃ８アルカノイ
ルを包含し、例えば、アセチルを包含する。
【００４０】
　アルケノイル残基は、例えば、アクリロイルまたはメタクリロイルである。
【００４１】
　異なる置換基のアルキル基は、線状または分枝状であってもよい。
【００４２】
　２から４個の炭素原子を有するアルケニル基の例は、エテニル、プロペニル、またはブ
テニルである。
【００４３】
　１個または２個の酸素原子により分断される１から４個の炭素原子を有するアルキル基
の例は、－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ
－ＣＨ２－ＣＨ３、－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、または－ＣＨ２－Ｏ－
ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である。
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【００４４】
　２から６個の炭素原子を有するヒドロキシ置換アルキル基の例は、ヒドロキシエチル、
ジ－ヒドロキシエチル、ヒドロキシプロピル、ジ－ヒドロキシプロピル、ヒドロキシブチ
ル、ヒドロキシペンチル、またはヒドロキシヘキシルである。
【００４５】
　例えば、式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の化合物は、チオジプロピオン酸ジラウリル
、チオジプロピオン酸ジステアリル、ジチオジプロピオン酸ジラウリルおよびジチオジプ
ロピオン酸ジステアリルから成る群から選択される。
【００４６】
　本組成物は、例えば、紫外（ＵＶ）線吸収剤およびヒンダードアミン光安定剤等、さら
に、従来の添加剤を含んでもよい。
【００４７】
　本発明は、
　（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、繊維、または織物と、
　（ｂ）有効な安定化量の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の少なくとも１つもしくは複
数の化合物と、
　（ｄ）紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤、複合体形成剤、蛍光増白剤、界面活
性剤、およびポリオリガノシロキサンから成る群から選択される１つもしくは複数の化合
物を含む、安定化された組成物に関する。
【００４８】
　本構成要素（ｄ）の追加の添加剤は、例えば、国際公開第ＷＯ００／２５７３０号およ
び国際公開第ＷＯ００／２５７３１号として公開された、２００１年５月１日に出願され
た米国出願第０９／８３０，７８８号、２００１年５月１日に出願された米国出願第０９
／８３０，７８７号に同時係属で開示されている。これらの同時係属出願の開示は、参照
として本明細書に援用される。
【００４９】
　構成要素（ｄ）のＵＶ吸収剤は、例えば、２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ｓ－トリアジン
、ベンゾフェノン、α－シアノアクリレート、オキサニリド、ベンゾキサジノン、安息香
酸、およびα－アルキル桂皮酸から成る群から選択される。
【００５０】
　構成要素（ｄ）のＵＶ吸収剤は、例えば、
　２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－
トリアジン；２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン；２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオ
キシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－（
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）
－１，３，５－トリアジン；２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４
，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－［２－ヒドロ
キシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－［２－ヒドロキシ－
４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス
（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－［２－ヒドロキシ－４－
（２－ヒドロキシ－３－トリデシルオキシ－プロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス
（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；５－クロロ－２－（２－ヒド
ロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（
２－ヒドロキシ－３－ドデシル－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；５
－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール；ビス－（３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－２－ヒド
ロキシ－５－ｔｅｒｔ－オクチル）メタン；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ



(15) JP 2011-502107 A5 2014.2.20

－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３
，５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－
３－α－クミル－５－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－
（２－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；３
－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル
）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩；３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－
（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－ヒドロ桂皮酸およびナトリウム塩；１２－ヒド
ロキシ－３，６，９－トリオキサドデシル３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－
（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－ヒドロ桂皮酸；オクチル３－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－ヒドロ桂皮酸；４，６
－ビス（２，４－ジメチル－フェニル）－２－（４－（３－ドデシルオキシ＊－２－ヒド
ロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン（＊Ｃ１２－１４オキ
シ異性体の混合物である）；４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－２－（４－オ
クチルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ジヒドロキシベン
ゾフェノン；２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホベン
ゾフェノン，二ナトリウム塩；２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノン；２
－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノ
ン；２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン；４－アミノ安息香酸；２，
３－ジヒドロキシプロピル－４－アミノ安息香酸；３－（４－イミダゾリル）アクリル酸
；２－フェニル－５－ベンズイミダゾールスルホン酸；Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－α－（
２－オキソ－３－ボルニリデン）－ｐ－メチル硫酸トルイジニウム；５－ベンゾイル－４
－ヒドロキシ－２－メトキシベンゼンスルホン酸、ナトリウム塩；３－（４－ベンゾイル
－３－ヒドロキシ－フェノキシ）－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロ
パンアミニウムクロリド；３－［４－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－３－ヒド
ロキシフェノキシ］－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロパンアミニウ
ム、クロリド；２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル；または２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン（Ｕｖｉ－ｎ
ｕｌ（商標）３０４９）である。
【００５１】
　例えば、適切なＵＶ吸収剤は、３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－４－ヒド
ロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩；３－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－ヒドロ桂皮
酸およびナトリウム塩；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－アミル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
２－（４－（３－ドデシルオキシ＊－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェ
ニル）－ｓ－トリアジン（＊Ｃ１２－１４オキシ異性体の混合物である）；１２－ヒドロ
キシ－３，６，９－トリオキサドデシル３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－（
２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－ヒドロ桂皮酸；２，４－ジヒドロキシベンゾフェ
ノン；２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホベンゾフェ
ノン、二ナトリウム塩；２，２’，４，４’－テトラヒドロキシ－ベンゾフェノン；３－
（４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ）－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメ
チル－１－プロパンアミニウムクロリド；３－［４－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イ
ル）－３－ヒドロキシフェノキシ］－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プ
ロパンアミニウム、クロリド；５－ベンゾイル－４－ヒドロキシ－２－メトキシ－ベンゼ
ンスルホン酸、ナトリウム塩；および２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－ｔｅ
ｒｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールから成る群から選択される。
【００５２】
　さらなる適切な構成要素（ｃ）の抗酸化物は、例えば、ヒンダードフェノール系安定剤
およびヒンダードベンゾフラノン系安定剤から選択される。
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【００５３】
　適切な構成要素（ｃ）の抗酸化物は、例えば、
【００５４】
【化８】

【００５５】
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【化９】

【００５６】
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【化１０】

【００５７】
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【化１１】

から成る群から選択される。
【００５８】
　構成要素（ｄ）のヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）は、例えば、公知の商業用化
合物である。これらは、例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）セバシン酸、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）コハク
酸、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバシン酸、ｎ－
ブチル－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル－マロン酸－ビス（１
，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）エステル、１－ヒドロキシエチル－２，２
，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンおよびコハク酸の凝縮物、Ｎ，Ｎ’
－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンお
よび４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ｓ－トリアジンの
凝縮物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロ三酢酸、テ
トラキス（２，２，６，６－テトラ－メチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタ
ンテトラオエート、１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テト
ラメチル－ピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
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、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－ピペリジン、ビス（１，２，
２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンジル）マロン酸、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－
テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、Ｎ，Ｎ
－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンおよ
び４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの凝縮物、２－クロロ－
４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，
３，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの凝縮物、
２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジル）－１，３，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）
エタンの凝縮物、８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３
，８－トリアザスピロ［４．５］－デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシ
ル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ピロリジン－２，５
－ジオン、４－ヘキサデシル－オキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジク
ロロ－１，３，５－トリアジンの凝縮物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エ
タンおよび２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンおよび４－ブチルアミノ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９６－６］
）の凝縮物；（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルコハク
酸イミド、（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルコハ
ク酸イミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジ
アザ－４－オキソ－スピロ［４，５］デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シク
ロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ－［４，５］デカンおよ
びエピクロロヒドリンの反応生成物、テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）－ブタン－１，２，３，４－テトラカルボキシレート、テトラ（１，２，２
，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）－ブタン－１，２，３，４－テトラカル
ボキシレート、２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－
オキソ－ジスピロ［５．１．１１．２］－ヘンエイコサン、８－アセチル－３－ドデシル
－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ［４，５］－デカン－２
，４－ジオン、
【００５９】
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【化１２】

【００６０】
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【化１３】

から成る群から選択される。
【００６１】
　本発明に従う、さらなるヒンダードアミン光安定剤は、
　（ａ）一ナトリウム１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトキシピ
ペリジニウムシトレート、
　（ｂ）一カリウム１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピ
ペリジニウムホスフェート、
　（ｃ）一アンモニウム１－ブトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトアミ
ドピペリジニウムスルフェート、
　（ｄ）モノ－（Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリエチルアンモニウム）１－フェノキシ－２，２，６，
６－テトラメチル－４－メトキシ－ピペリジニウムタルトレート、
　（ｅ）モノ－［Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－ブチルアンモニウム］１－エトキシ－２，２，６，６
－テトラメチル－４－アセトキシピペリジニウムマレエート、
　（ｆ）モノ－［Ｎ，Ｎ，Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウム］１－メトキシ－
２，２，６，６－テトラメチル－４－プロポキシ－ピペリジニウムオキサレート、
　（ｇ）一ナトリウム１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－（２－ヒドロ
キシ－４－オキサペントキシ）ピペリジニウムカーボネート、
　（ｈ）二カリウム１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウムシトレート、
　（ｉ）一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，
６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート、
　（ｊ）二アンモニウム（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６
，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート、
　（ｋ）一カリウム一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）
－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）エチレンジアミンテ
トラアセテート、
　（ｌ）一ナトリウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）エチレンジアミンテトラア
セテート、
　（ｍ）一カルシウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，
６，６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテート
、
　（ｎ）一アンモニウムテトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，
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２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシ－ピペリジニウム）ジエチレントリアミンペ
ンタアセテート、
　（ｏ）二ナトリウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチル－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタア
セテート、
　（ｐ）三カリウムジ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，
６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタアセテート
、
　（ｑ）モノベンジルアンモニウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ
）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ニトリロトリアセ
テート、
　（ｒ）ジ－［Ｎ，Ｎ－ジエチルアンモニウム］モノ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチ
ルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ニ
トリロトリアセテート、
　（ｓ）一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，
６，６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ニトリロトリアセテート、
　（ｔ）二アンモニウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシ－ピペリジニウム）ジエチレントリアミンペ
ンタメチレンホスホネート、
　（ｕ）一ナトリウムテトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペン
タメチレンホスホネート、および
　（ｖ）三カリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６
，６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメチレン
ホスホネートから成る群から選択される、構成要素（ｄ）の化合物である。
【００６２】
　本発明に従う、さらなるヒンダードアミン光安定剤は、
　（ａ）ビス（１－オクチルオキシル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）セバケートヒドロクロリド、
　（ｂ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトキシピペリジニウム
シトレート、
　（ｃ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウ
ムホスフェート、
　（ｄ）１－ブトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウ
ムビスルフェート、
　（ｅ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－オキソ－ピペリジニウムメ
チルスルホネート、
　（ｆ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－オキソ－ピペリジニウムア
セテート、
　（ｇ）１－フェノキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－メトキシ－ピペリジニウ
ムタルトレート、
　（ｈ）１－ベンゾキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－メトキシ－ピペリジニウ
ムアセテート、
　（ｉ）１－エトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－アセトキシピペリジニウム
マレエート、
　（ｊ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－プロポキシ－ピペリジニウ
ムマンデレート、
　（ｋ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－プロポキシ－ピペリジニウ
ムオキサレート、
　（ｌ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－（２－ヒドロキシ－４－オ
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キサペントキシ）ピペリジニウム重炭酸、
　（ｍ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－（２－ヒドロキシ－４－オ
キサペントキシ）ピペリジニウムグリコレート、
　（ｎ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム
グルコネート、
　（ｏ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム
アスコルベート、
　（ｐ）１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム
ベンゼンスルホネート、
　（ｑ）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ヒドロキシピペリジニウムアスコルベート、
　（ｒ）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ヒドロキシピペリジニウムシトレート、
　（ｓ）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート、
　（ｔ）トリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート、
　（ｕ）テトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテート、
　（ｖ）テトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテート、
　（ｗ）テトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－オキソピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテート、
　（ｘ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタアセテート、
　（ｙ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタアセテート
、
　（ｚ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタアセテート、
　（ａａ）トリ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ニトリロトリアセテート、
　（ｂｂ）トリ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ニトリロトリアセテート、
　（ｃｃ）トリ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－オキソピペリジニウム）ニトリロトリアセテート、
　（ｄｄ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメチレンホ
スホネート、
　（ｅｅ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメチレン
ホスホネート、および
　（ｆｆ）ペンタ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメチレンホスホ
ネートから成る群から選択される、構成要素（ｄ）の化合物である。
【００６３】
　構成要素（ｄ）の複合体形成剤は、例えば、窒素含有複合体形成剤、または例えば、ス
ルホキチン、カルボキシメチルキチン、ホスホキチン等のキチン誘導体、または例えば、
スルホキトサン、カルボキシメチルキトサン、またはホスホキトサン等の例えば、キトサ
ン誘導体等の、例えば、リン酸基、ホスホネート基、もしくはメチルホスホネート基を含
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有する、ポリ陰イオン由来の天然多糖である。
【００６４】
　該複合体形成剤は、例えば、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（
ＮＴＡ）、β－アラニン二酢酸（ＥＤＥＴＡ）、エチレンジアミンジコハク酸（ＥＤＤＳ
）
【００６５】
【化１４】

から成る群から選択される。
【００６６】
　本安定剤系は、特に、ボディケア製品または家庭用製品の芳香剤を安定させるのに適し
ている。特定の使用の１つは、浴用剤およびシャワー製品などのスキンケア製品、芳香お
よび発香物質を含有する調製物、ヘアケア製品、歯磨剤、脱臭および制汗調製物、装飾調
製物、光保護製剤および活性成分を含む調製物である。
【００６７】
　適切なスキンケア製品は、特に、ボディオイル、ボディローション、ボディジェル、ト
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リートメントクリーム、皮膚保護軟膏、シェービングフォームまたはジェル等のシェービ
ング調製物、ベビーパウダー等のスキンパウダー、保湿ジェル、保湿スプレー、再生（ｒ
ｅｖｉｔａｌｉｓｉｎｇ）ボディスプレー、セルライトジェル、およびピーリング調製物
である。
【００６８】
　芳香および発香物質を含む調製物は、特に、香気、香料、化粧水、およびシェービング
ローション（シェービング後調製物）である。
【００６９】
　適切なヘアケア製品は、例えば、ヒト用のおよび特にイヌおよびネコ等の動物用のシャ
ンプー、ヘアコンディショナ、ヘアスタイリングおよびトリートメント剤、パーマ剤、ヘ
アスプレーおよびラッカー、ヘアジェル、ヘア固定剤および染髪、または脱色剤である。
【００７０】
　適切な歯磨剤は、特に、歯用クリーム、歯磨き粉、含嗽水、洗口剤、抗プラーク調製物
、および義歯用クリーニング剤である。
【００７１】
　適切な装飾調製物は、特に、リップスティック、マニキュア液、アイシャドウ、マスカ
ラ、乾性および湿性メイクアップ、口紅、パウダー、脱毛剤、および日焼けローションで
ある。
【００７２】
　活性成分を含む適切な化粧品配合物は、特に、ホルモン調製物、ビタミン調製物、植物
抽出調製物、および抗菌性調製物である。
【００７３】
　本ボディケア製品は、クリーム、軟膏、ペースト、フォーム、ジェル、ローション、パ
ウダー、メイクアップ、スプレー、スティック、またはエアゾールの形態であり得る。本
安定剤系は、オイル相に、または水相もしくは水／アルコール相に存在してもよい。
【００７４】
　構成要素（ｂ）の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の化合物は、配合物の全質量に基づ
き、例えば、約５から約１００００ｐｐｍ、例えば、約１０から約５０００ｐｐｍ、例え
ば、約１００から約５０００ｐｐｍ等の濃度で、例えば、ボディケアおよび家庭用製品に
存在する。例えば、構成要素（ｂ）の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の化合物は、配合
物の全質量に基づき、約５、１０、１５、２０、２５、３５、４０、４５または５０ｐｐ
ｍの濃度で、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、構成要素（ｂ）の式（Ｉ
）および／または（ＩＩ）の化合物は、本発明の配合物（組成物）に約５から約５０００
ｐｐｍで存在する。
【００７５】
　構成要素（ｃ）の抗酸化物は、配合物の全質量に基づき、例えば、約５から約１０００
０ｐｐｍ、例えば、約１０から約５０００ｐｐｍ、例えば、約１００から約５０００ｐｐ
ｍ等の濃度で、例えば、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、構成要素（ｃ
）の抗酸化物は、配合物の全質量に基づき約５、１０、１５、２０、２５、３５、４０、
４５または５０ｐｐｍの濃度で、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、構成
要素（ｃ）の抗酸化物は、本発明の配合物つまり組成物に約５から約５０００ｐｐｍで存
在する。
【００７６】
　構成要素（ｄ）の添加剤は、配合物の全質量に基づき、例えば、約５から約１００００
ｐｐｍ、例えば、約１０から約５０００ｐｐｍ、例えば、約１００から約５０００ｐｐｍ
等の濃度で、例えば、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、構成要素（ｄ）
の添加剤は、配合物の全質量に基づき約５、１０、１５、２０、２５、３５、４０、４５
または５０ｐｐｍの濃度で、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、構成要素
（ｄ）の添加剤は、本発明の配合物つまり組成物に約５から約５０００ｐｐｍで存在する
。
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【００７７】
　構成要素（ｂ）の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の化合物を、製品を使用するときに
織物上に沈着することを目的とした洗濯用洗剤、織物柔軟剤、または他の製品は、本発明
の家庭用製品とみなされ、上述の濃度レベルもそれに関する。構成要素（ｂ）の式（Ｉ）
および／または（ＩＩ）の本化合物は、洗濯用洗浄剤および織物柔軟剤、ならびにそれを
用いて処理される織物を安定化させるのに効果的である。これらは、例えば、空気洗浄剤
または柔軟剤等の多くの芳香量を用いた製品、ならびに、例えば、ペルオキシドまたはハ
イポクロライト等の漂白料を含有する製品に特に有用である。
【００７８】
　クリームは、５０％以上の水を含有する水中油型乳剤である。それに使用される油含有
ベースは、通常、主に、例えば、ラウリル、セチル、またはステアリルアルコール等の脂
肪族アルコール、例えば、パルミチン酸もしくはステアリン酸等の脂肪酸、例えば、ミリ
スチン酸イソプロピルもしくは蜜蝋等の液体から固形ワックス、および／またはパラフィ
ン油等の炭化水素化合物である。適切な乳化剤は、対応する非イオン性乳化剤等の、主と
して親水的性質を有する界面活性剤、例えば、ポリグリセロール脂肪酸エステル、もしく
はポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エーテル（Ｔｗｅｅｎ、商標）等のエチレンオキ
シド付加物のポリグリセロール脂肪酸エステル；通常、セチルアルコール、もしくはステ
アリルアルコール等の脂肪アルコールと併用して使用される、脂肪アルコールスルホネー
ト、セチル硫酸ナトリウム、またはステアリル硫酸ナトリウムのアルカリ金属塩等のポリ
オキシエチレン脂肪アルコールエーテル、もしくはそのエステル、もしくは対応するイオ
ン性乳化剤である。さらに、クリームは、例えば、グリセロール、ソルビトール、プロピ
レングリコール、および／またはポリエチレングリコール等のポリアルコール等、蒸発中
の水の損失を低減する薬剤を含む。
【００７９】
　軟膏は、最大７０％の、例えば、２０から５０％を超えない、水または水相を含有する
油中水型乳剤である。油含有相は、水吸収を強化するために、セチルアルコールもしくは
ウールワックス等の脂肪アルコールまたはそれらのエステル等の、例えば、ヒドロキシ化
合物を含むパラフィン油および／または固形パラフィン等の炭化水素を主に含む。乳化剤
は、ソルビタン脂肪酸エステル等の対応する親油性物質である。さらに、該軟膏は、例え
ば、グリセロール、プロピレングリコールソルビトール、および／またはポリエチレング
リコール、ならびに保存料等の、ポリアルコール等の保湿成分を含む。
【００８０】
　リッチクリームは、無水配合物であり、例えば、ココナッツ脂肪酸トリグリセリド、も
しくは、例えば、硬化油およびグリセロール部分的脂肪酸エステル等のパラフィン、天然
脂肪、または一部合成脂肪等の炭化水素化合物に基づき製造される。
【００８１】
　ペーストは、水分、もしくは吸収された分泌物を硬化する、二酸化チタン、もしくは酸
化亜鉛、ならびに、硬脂および／またはアルミニウムシリケート等の、例えば、金属酸化
物等、分泌物を吸収する粉末材料含有クリームおよび軟膏である。
【００８２】
　フォームは、エアゾール形態の液体水中油型乳剤である。炭化水素化合物は、ミリスチ
ン酸イソプロピルおよび／またはワックス等の、セチルアルコール、脂肪酸エステル等、
パラフィン油、脂肪アルコール等の油含有相に特に使用される。適切な乳化剤は、特に、
例えば、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル等の、主に親水的性質を有する乳
化剤、ならびに、また、例えば、ソルビタン脂肪酸エステル等の主に親油的性質を有する
乳化剤の混合物である。商業的に入手可能な添加剤は、通常、さらに、例えば、保存料を
使用する。
【００８３】
　ジェルは、特に、ジェル形成剤が、例えば、アルギン酸ナトリウム、トラガカントもし
くはアラビアガム、またはポリアクリレート増粘剤系等、メチルセルロース、ヒドロキシ
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エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、または植物ヒドロコロイド等の、特定
のセルロースエーテルにおいて分散または膨潤する、活性成分の水溶液もしくは懸濁液で
ある。該ジェルは、例えば、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル等、保湿成分
および湿潤剤として、プロピレングリコールもしくはグリセロール等のポリアルコールを
さらに含む。該ジェルは、さらに、ベンジルアルコール、フェネチルアルコール、フェノ
キシエタノール等の商業的に入手可能な保存料を含む。
【００８４】
　以下は、本発明のボディケア製品およびそれらの材料の例のリストである。
【００８５】
【表１】

【００８６】
　本ボディケア製品、家庭用製品、繊維、および織物は、色の変色、およびこれらの製品
に存在する材料の化学分解に対して、高い安定性を有する。例えば、染料および／または
色素を含む本組成物は、優れた色の安定性を有することが見出されている。
【００８７】
　つまり、本発明は、さらに、安定化された組成物に関し、
　（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、繊維、または織物と、
　（ｂ）有効な安定化量の式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の少なくとも１つもしくは複
数の化合物と、（ｅ）染料および／または色素を含む。
【００８８】
　本発明に従う、染料および／または色素は、例えば、
　－例えば、酸化鉄（赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、黒色酸化鉄）、群青、酸化クロムグリー
ン、またはカーボンブラック等の無機色素、
　－天然もしくは合成有機色素、
　－例えば、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　
Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，　７ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ　１９９
９７にリストされているＨＣ赤３号、ＨＣ青２号および他の全ての染髪料等、ＨＣタイプ
の直接染髪料のような溶剤に可溶化されてもよい分散染料、もしくは国際色素指数または
英国染料染色学会にリストされている分散染料、
　－色つきワニス、いわゆるレーキ（多くの陰イオン染料のＣａ－、Ｂａ－またはＡｌ－
塩等の可溶性染料の不溶性塩）、
　－例えば、ＦＤ＆ＣおよびＤ＆Ｃ染料等の、酸性染料（陰イオン性）、塩基性染料（カ
チオン性）、直接染料、反応染料、または溶剤染料等の可溶性陰イオン性またはカチオン
性染料、および付録ＩＶもしくは欧州化粧品指令にリストされる染料である。
【００８９】
　一般的に、全ての物質は、電磁放射（約４０００から７００ｎｍの波長）の可視光に吸
収される家庭用およびボディケア製品の彩色に適している。該吸収は、しばしば、次の発
色団により生じる：アゾ－（モノ－、ジトリス－またはポリ－）スチルベン－、カロテノ
イド－、ジアリールメタン－、トリアリールメタン－、－キサンテン－、アクリジン－、
キノリン、メチン－（およびポリメチン－）、チアゾール－、インダミン－、インドフェ
ノール－、アジン－、オキサジン、チアジン－、アントラキノン－、インジゴイド－、フ
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タロシアニン－および、さらに、合成、天然、および／または無機、発色団。
【００９０】
　成分（ｅ）の染料および／または色素は、配合物の全質量に基づき、例えば、約５から
約１００００ｐｐｍ、例えば、約１０から約５０００ｐｐｍ、例えば、約１００から約５
０００ｐｐｍ等の濃度で、例えば、ボディケアおよび家庭用製品に存在する。例えば、成
分（ｅ）の染料および／または色素は、配合物の全質量に基づき、約５、１０、１５、２
０、２５、３５、４０、４５または５０ｐｐｍの濃度で、ボディケアおよび家庭用製品に
存在する。例えば、成分（ｅ）の染料および／または色素は、本発明の配合物つまり組成
物に約５から約５０００ｐｐｍで存在する。
【００９１】
　本安定化系は、また、例えば、洗濯用製品および織物柔軟剤、液状クリーニングおよび
精練剤、液状および固形漂白剤、ガラス洗浄剤、中性クリーナ（汎用クリーナ）、酸性家
庭用クリーナ（浴用）、バスルームクリーナ、例えば、洗浄、すすぎ、および食器洗浄剤
、キッチンおよびオーブンクリーナ、透明すすぎ剤、食器洗浄機用洗浄剤、靴墨、磨きワ
ックス、床用洗浄剤および研磨剤、金属、ガラスおよびセラミック用クリーナ、繊維ケア
製品、絨毯用クリーナおよびカーペットシャンプー、錆除去剤、色およびシミ（シミ抜き
剤用塩）、家具および汎用研磨剤および革およびビニール粉衣剤（革およびビニールスプ
レー）、ならびに固形および液状空気洗浄剤、ならびに漂白料または漂白剤を含有する家
庭用クリーニング製品等の家庭用クリーニングおよび処理剤に使用される。
【００９２】
　本発明は、また、排水管クリーナ、消毒剤溶液、室内装飾品用クリーナ、自動車保護製
品（例えば、塗装、タイヤ、クロム、ビニール、革、繊維、ゴム、プラスチックおよび繊
維の清掃および／または研磨および保護）、脱脂剤、研磨剤（ガラス、木、革、プラスチ
ック、大理石、花崗岩、およびタイル等）、および金属研磨剤およびクリーナ等の家庭用
ケアおよび繊維ケア製品にも関する。抗酸化物は、上述の製品ならびにドライシートの芳
香保護に適している。本発明は、また、ろうそく、ジェルタイプのろうそく、空気洗浄剤
、および芳香オイル（家庭用）にも関する。
【００９３】
　本発明の安定剤は、織物ケアと呼ばれる、織物の使用後に行われる織物トリートメント
に使用されてもよい。このようなトリートメントは、洗浄剤および／または織物コンディ
ショナを使用する洗濯、および製品にスプレーをする等の非洗浄剤ベースの織物ケア製品
の適用を含む。本様式で使用される時、本安定剤は、織物上への沈着を意図し、該織物に
関連する織物、彩色、および芳香を環境被害から保護するために使用される。
【００９４】
　家庭用クリーニングおよび処理剤の典型的な例は、
【００９５】
【表２】

【００９６】
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　本安定剤は、高い温度で必要とされる、例えば、油相、またはアルコールもしくは水相
に溶解することにより組み込まれる。
【００９７】
　本発明は、また、構成要素（ｂ）の式（Ｉ）および／もしくは（ＩＩ）の少なくとも１
つもしくは複数の化合物、ならびに任意に、構成要素（ｃ）の１つもしくは複数の化合物
、ならびに／または任意に、構成要素（ｄ）に従う１つもしくは複数の化合物をボディケ
ア製品、家庭用製品、繊維または織物に組み込む、またはそれらに適用するステップを含
む、ボディケア製品、家庭用製品、繊維または織物を安定化させる方法に関する。
【００９８】
　本発明は、また、構成要素（ｂ）の式（Ｉ）および／もしくは（ＩＩ）の少なくとも１
つもしくは複数の化合物、ならびに任意に、構成要素（ｃ）の１つもしくは複数の化合物
、ならびに／または任意に、構成要素（ｄ）に従う１つもしくは複数の化合物をボディケ
ア製品、家庭用製品、繊維または織物に組み込む、またはそれらに適用するステップを含
み、それぞれが染料を含有するボディケア製品、家庭用製品、繊維または織物を安定化さ
せる方法に関する。該安定剤系は、本組成物の染料の安定化に対して非常に有効である。
【００９９】
　例えば、染められた織物等の安定化された織物の場合、本安定剤は、例えば、洗浄剤、
織物コンディショナ、または非洗浄剤ベースの織物ケア製品からの沈着を介してそこに適
用される。
【０１００】
　本織物は、天然もしくは合成であり、織られていても、織られていなくてもよい。
【０１０１】
　本発明の繊維は、例えば、セルロース、絹、ウール、合成ポリアミド、革、およびポリ
ウレタンから選択される、繊維ファイバ材料等の、例えば、窒素含有、もしくはヒドロキ
シ基含有ファイバ材料等の、例えば、繊維ファイバ材料である。綿、リネン、および麻、
パルプおよび再生セルロースを含む。例えば、綿およびポリアミド、もしくは綿／ポリエ
ステル混紡等のセルロース混紡も含む。
【０１０２】
　本発明の添加剤は、例えば、染色もしくはプリント印刷で、または仕上げ工程で繊維に
適用される。例えば、該添加剤は、染色配合物の一部として適用される。該添加剤は、例
えば、インクジェット印刷工程で繊維に適用される。該添加剤は、例えば、水溶性染色溶
液もしくは捺染糊の一部として適用される。これらは、繊維が、塩類を含有してもよい水
溶性染色溶液を用いて含浸される吸尽法またはパッダー染法による染色で適用されてもよ
く、染料および添加剤は、アルカリ処理後、もしくはアルカリ存在下で、もし適切であれ
ば、加熱しながら、もしくは室温で数時間保管することにより固着される。固着後、染色
もしくは印刷は、冷水および温水で十分にすすがれ、もし適切であれば、分散作用があり
、非固着部分の拡散を促進する薬剤を添加する。
【０１０３】
　繊維に適用する染料またはインク配合物は、例えば、米国特許第６，２８１，３３９号
、同第６，３５３，０９４号および同第６，３２３，３２７号に開示されるような、例え
ば、界面活性剤、消泡剤、抗菌剤等のさらなる慣用の添加剤を含んでもよく、本開示は、
参照により本明細書に援用される。
【実施例】
【０１０４】
　以下の実施例は、本発明の特定の実施形態を説明するが、本発明は、それらに限定され
ない。開示された実施形態への多数の変更が、本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、本明細書の開示に従い行われることを理解されたい。これらの実施例は、したがっ
て、本発明の範囲を限定するものではない。むしろ、本発明の範囲は、付属の特許請求の
範囲およびそれらの等価物のみにより判断される。これらの実施例において、所定の全て
の部分は、指示がない限り、質量基準である。



(31) JP 2011-502107 A5 2014.2.20

【０１０５】
　実施例１：チオジプロピオン酸ジラウリル
【０１０６】
【化１５】

【０１０７】
　チオジプロピオン酸ジラウリルは、商業的に、イグラノックスＰＳ８００として公知の
化合物であり、Ｃｉｂａから入手可能である。
【０１０８】
　実施例２：植物由来石鹸
　植物由来石鹸基を０．００１質量％のアシッドレッド３３（Ｄ＆Ｃ赤３３号）で染色し
、芳香剤を添加する（フルーツ／ベリータイプの１質量％）。異なる公知の化合物を０．
０５質量％で添加し、これらの混合物を均質化し、抽出し、切り離して固形石鹸試料に圧
縮形成する。各製法から色示度を取り、次に、試料を別々に４ＯＣで、室温（ＲＴ）で保
管する。３週間後、再度、色示度を取り、元データと比較する。変色の測定値として、結
果をデルタＥ（ＤＥ）として表示し、以下の方程式に従い計算する。
【０１０９】
　デルタＥ＝［（ＬｒＬｌ）２＋（ａｆａｉ）２＋（ｂｆｂｉ）２］１／２

　ｆ＝変色後の最終示度
　ｉ＝変色前の初期示度
【０１１０】
　以下の化合物を評価する
　試料Ａ：安定化剤なし
　試料Ｂ：０．０５％のペンタエリスリチルテトラ－ジ－ｔ－ブチルヒドロキシヒドロ桂
皮酸
　試料Ｃ：０．０５％のオクタデシルジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸
　試料Ｄ：０．０５％の本実施例１
【０１１１】
【表３】

【０１１２】
　非安定化試料Ａは、室温での保管中に変色した。結果は、試験をした全化合物は、変色
を軽減したが、本発明に従う化合物である試料Ｂおよび試料Ｄが最良の結果であったこと
を示唆する。
【０１１３】
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【表４】

【０１１４】
　４０℃で保管後、該非安定化試料は、著しく変色した。本発明に従う、本実施例１（試
料Ｄ）は、当該分野で公知のＢおよびＣと比較して、変色を最も軽減した。
【０１１５】
　実施例３：脱臭剤含有の芳香配合物
　芳香化合物のいくつかは、最新技術のフェノール系抗酸化物と反応して、黄から赤の副
産物を形成する。これは、このような製品を安定化させるために、ＢＨＴ、またはペンタ
エリスリチルテトラ－ジ－ｔ－ブチルヒドロキシヒドロ桂皮等のフェノール系基を含む抗
酸化物の使用を不可能にする。
【０１１６】
　このような脱臭配合物で最新技術の抗酸化物を試験し、本発明に従う本実施例１と比較
する。このために、各試験化合物の３質量％を芳香剤に添加し、次に、本組み合わせを脱
臭配合物と混合した。
【０１１７】
　試料Ａ：３％のペンタエリスリチルテトラ－ジ－ｔ－ブチルヒドロキシヒドロ桂皮酸
　試料Ｂ：３％のオクタデシルジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸
　試料Ｃ：３％のテトラブチルエチリジンビスフェノール
　試料Ｄ：３％の本実施例１
【０１１８】
　５０℃で４週間後、以下の結果を得た
【０１１９】

【表５】

【０１２０】
　全フェノール系抗酸化物は、本配合物を安定化しなかった。本発明に従う「フェノール
なし」の安定化剤は、変色から配合物を安定化させた。
【０１２１】
　実施例４：革用クリーニング配合物
　本実施例１をテルペンに事前に溶解する。次に、化合物を均質化するまで、約６５℃で
、記載する手順で攪拌する。次に、混合物を室温に冷却する。
【０１２２】
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【表６】

【０１２３】
　本実施例の革粉衣剤およびクリーニング剤組成物において、優れた結果が達成された。
４０℃で１ヶ月の保管において、配合物の性能は、最新技術のフェノール系抗酸化物、Ｂ
ＨＴ、で安定化された同一の配合物より良好であった。
【０１２４】
　実施例５：天然オイルを用いた乳剤
　以下のリストの材料を含む天然オイルを用いた乳剤を調製する。
【０１２５】
【表７】

【０１２６】
　相Ａの構成要素を７５から８０℃で１０分間、破砕機で十分に混合する。水相Ｂを事前
に、同様に７５から８０℃に加熱し、ゆっくり添加し、混合物を１分間均質化する。該混
合物を攪拌しながら４０℃に冷却し、次に、相ＣおよびＥを添加し、該混合物を１分間均
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質化する。その後、相Ｄを添加し、該混合物を３０秒間、均質化し、攪拌しながら室温に
冷却する。本安定剤１を含む、および含まない配合物を４０℃で１ヶ月間、保管する。
【０１２７】
　視覚および嗅覚判定により、本発明の式（Ｉ）の本化合物は、個人用ケア製品において
、優れた色安定を提供することが分かる。
【０１２８】
　実施例６：皮膚の美白クリーム（ヒドロキノン）における活性成分の安定化
　以下のリストの成分を含む、皮膚の美白クリーム配合物を調製する。
【０１２９】
【表８】

【０１３０】
　様々な最新技術の安定剤を上の配合物に別々に０．２％で相Ｄに添加し、試料を暗闇で
４週間、４０℃で保管する。
【０１３１】
　試料Ａ：なし
　試料Ｂ：０．２質量％のオクタデシルジ－ｔ－ブル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸
　試料Ｃ：０．２質量％の３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－ベンゾフラン－２－オン
　試料Ｄ：０．２質量％の本実施例１
　試料Ｅ：０．２質量％の２’５’－％ＬＶ－（５－ｎ－ヘキシルオキシカルボニル－２
－メチル－ペント－２－イル）－ヒドロキノン
　試料Ｆ：０．２質量％のトリス（テトラメチルヒドロキシピペリジノール）シトレート
【０１３２】
　４０℃で４週間後、以下の結果を得た。
【０１３３】
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【表９】

【０１３４】
　本発明に従う化合物と結果を比較する。上の結果によると、当該分野で教示されるフェ
ノール系抗酸化物のオクタデシルジ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸を用いても、
ある程度の変色が見られる。しかし、そして意外にも、本発明に従う本実施例１は、顕著
に有効で、保管後に変色が認められない。
【０１３５】
　実施例７：チオジプロピオン酸ジステアリル
【０１３６】

【化１６】

【０１３７】
　チオジプロピオン酸ジステアリルは、商業的に公知の化合物である。
【０１３８】
　実施例８：スプレー可能なヘアスタイリングジェル
　以下のリストの材料を含む、スプレー可能なヘアスタイリングジェル配合物を調製する
。
【０１３９】
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【表１０】

【０１４０】
　調製：
　構成要素（Ａ）を室温で分散する。
パラベンが完全に溶解するまで、（Ｂ）を加熱下で混合し、次に、静かに攪拌しながら（
Ｂ）を（Ａ）に添加する。
【０１４１】
　完全に溶解するまで（Ｃ）を混合し、（Ａ）および（Ｂ）の混合物に攪拌しながらゆっ
くり添加する。
【０１４２】
　ジェルの透明度は、少量のトリエタノールアミン（ｐＨ＝５．６－５．７５）を添加す
ることにより増大し得る。
【０１４３】
　実施例９：シャンプー配合物
　以下のリストの材料を含む、シャンプー配合物を調製する。
【０１４４】
【表１１】

【０１４５】
　調製：均質な溶液が得られるまで、界面活性剤および水を混合する。クエン酸を用いて
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ｐＨを６．０－６．５に調節し、示す手順で他の構成要素を添加する。完全に溶解するま
で混合物を攪拌する。
【０１４６】
　実施例１０：香料配合物
　以下のリストの材料を含む、香料配合物を調製する。
【０１４７】
【表１２】

【０１４８】
　調製：５０℃で、示す手順で構成要素を十分に混合する。透明な均質溶液を得る。
【０１４９】
　実施例１１：緑色のガラス洗浄剤配合物
　以下のリストの材料を含む、緑色のガラス洗浄剤配合物を調製する。
【０１５０】

【表１３】

【０１５１】
　調製：透明な均質の混合物を得るまで、示す手順で構成要素を溶解する。
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【０１５２】
　実施例１２：床用ワックス配合物
　以下のリストの材料を含む、床用ワックス配合物を調製する。
【０１５３】
【表１４】

【０１５４】
　調製：均質な混合物を得るまで、構成要素を示す手順で攪拌する。
【０１５５】
　実施例１３：リップスティック配合物
　以下のリストの材料を含む、リップスティック配合物を調製する。
【０１５６】

【表１５】

【０１５７】
　実施例１４：耐変質リップスティック配合物
　以下のリストの材料を含む、耐変質リップスティック配合物を調製する。
【０１５８】
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【表１６】

【０１５９】
　実施例１５：紅粉配合物
　以下のリストの材料を含む、紅粉配合物を調製する。
【０１６０】
【表１７】

【０１６１】
　実施例１６：ファンデーションクリーム配合物
　以下のリストの材料を含む、ファンデーションクリーム配合物を調製する。
【０１６２】
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【表１８】

【０１６３】
　実施例１７：アイライナー配合物
　以下のリストの材料を含む、アイライナー配合物を調製する。
【０１６４】
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【表１９】

【０１６５】
　実施例１８：睫毛メイクアップ配合物
　以下のリストの材料を含む、睫毛メイクアップ配合物を調製する。
【０１６６】
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【表２０】

【０１６７】
　実施例１９．マニキュア液配合物
　以下のリストの材料を含む、マニキュア液配合物を調製する。
【０１６８】

【表２１】

【０１６９】
　実施例２０：標準的なシャンプー配合物
　以下のリストの材料を含む、標準的なシャンプー配合物を調製する。
【０１７０】
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【表２２】

【０１７１】
　実施例２１：空気洗浄剤配合物
　以下のリストの材料を含む、空気洗浄剤配合物を調製する。
【０１７２】
【表２３】

【０１７３】
　実施例２２：化粧水配合物
　以下の構成要素を示す手順で、５０℃で十分に混合し、透明な均質の溶液を得る。ＵＶ
吸収剤は、例えば３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－（
１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩である。
【０１７４】
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【表２４】

【０１７５】
　本実施例の化粧水配合物において、優れた結果が達成される。
【０１７６】
　実施例２３：ヘアスタイリングスプレー配合物
　最初に、ヒドロキシプロピルセルロースをアルコールの半量（ボルテックス攪拌機）に
事前に溶解し、アミノメチルプロパノールを充填する。アクリル樹脂を除く、別の構成要
素をアルコールに溶解し、本溶液を攪拌しながら、ヒドロキシプロピルセルロースに添加
する。その後、アクリル樹脂を添加し、完全に溶解するまで攪拌する。
【０１７７】
【表２５】

【０１７８】
　本実施例のヘアスタイリングスプレー配合物において、優れた結果が達成される。
【０１７９】
　実施例２４：脂っぽい髪用シャンプー組成物
　以下にリストする構成要素を室温で、完全に溶解するまで、攪拌しながら混合する。ｐ
Ｈは６．５である。ＵＶ吸収剤は、例えば、２－（２－ヒドロキシ－３－ドデシル－５－
メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールである。
【０１８０】
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【表２６】

【０１８１】
　本実施例の脂っぽい髪用のシャンプー組成物において、優れた結果が達成される。
【０１８２】
　実施例２５：革粉衣剤およびクリーニング剤組成物
　安定剤をテルペンに事前に溶解する。次に、均質化するまで、６５℃で、示す手順で、
構成要素を攪拌する。次に、混合物を室温に冷却する。
【０１８３】
【表２７】

【０１８４】
　本実施例の革粉衣剤およびクリーニング剤組成物において、優れた結果が達成された。
【０１８５】
　実施例２６：ガラス洗浄剤組成物
　透明で均一な混合物が得られるまで、示す手順で以下にリストする構成要素を溶解する
。
【０１８６】
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【表２８】

【０１８７】
　本実施例のガラス洗浄剤配合物において、優れた結果が達成された。
【０１８８】
　実施例２７：織物の染色保護
　式（I）の本組成物をそれぞれ、０．０５、０．１、０．２、０．５および１．０質量
％で、染色された綿の織物上に（水から）沈着する。染色した織物は、綿に基づき、０．
０５、０．１、０．２および０．５質量％で、以下の染料を含む。これにより、リストに
挙げる各染料に対して、６０の別々の配合物を得る。
【０１８９】
【表２９】

【０１９０】
　該綿織物は、Ａｔｌａｓ　Ｃｉ－６５キセノンアークウェザオメータで露光、もしくは
蛍光灯を受ける。本安定剤は、染色された織物に対して顕著な色保護を提供する。本実験
は、例えば、安定剤含有洗濯用洗浄剤または織物用コンディショナを用いた処理を介して
、本安定剤の沈着により達成可能な染色保護をシミュレートする。
【０１９１】
　実施例２８：織物の染色保護
　式（Ｉ）の本化合物およびＵＶ吸収剤、例えば、３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－
イル）－４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウ
ム塩を、それぞれ、綿の質量に基づき、０．０５、０．１、０．２、０．５および１．０
質量％で、染色された綿の織物上に（水から）沈着する。染色した織物は、綿に基づき、
０．０５、０．１、０．２および０．５質量％で、以下の染料を含む。これにより、リス
トに挙げる各染料に対して、６０の別々の配合物を得る。
【０１９２】
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【表３０】

【０１９３】
　綿織物は、Ａｔｌａｓ　Ｃｉ－６５キセノンアークウェザオメータで露光、もしくは蛍
光灯を受ける。本安定剤は、染色された織物に対して顕著な色保護を提供する。本実験は
、例えば、安定剤含有洗濯用洗浄剤または織物用コンディショナを用いた処理を介して、
本安定剤の沈着を通して達成可能な染色保護をシミュレートする。
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